
第４回あわら市地域ブランド戦略会議 

 

日時 平成28年11月11日(金) 10:30～ 

場所 あわら市役所 正庁 

 

会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 協議事項 

（１） 各部会の進捗について 

① ブランド専門部会 

 

 

② 芦原温泉駅まちづくりデザイン部会 

 

 

（２） 芦原温泉駅周辺将来デザイン市民投票について 

 

 

（３） 今後の予定について 

 

 

４ 意見交換 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉会 



（敬称略）

組織名 役　職 氏　名 備　考

あわら市 市　長 橋　本　達　也 会長

あわら市商工会 副会長 赤　尾　政　治

あわら市観光協会 会　長 前　田　健　二

芦原温泉旅館協同組合 理事長 伊　藤　和　幸

花咲ふくい農業協同組合 代表監事 小　西　敏　夫

(株)金津技研 代表取締役 伊　藤　憲　治

福井工業大学（デザイン学科） 教　授 川　島　洋　一 デザイン部会

福井工業大学（建築土木工学科） 准教授 下　川　　　勇 ブランド部会

(株)福井銀行芦原支店 支店長 笹　原　規　央

あわら市地区区長会連絡協議会 会　長 達　川　昌　美

あわら市 副市長 前　川　嘉　宏

あわら市教育委員会 教育長 大　代　紀　夫

専門部会 （敬称略）

芦原温泉駅まちづくりデザイン部会 部会長 笹　原　修　之

ブランド専門部会 部会長 五十嵐　　　平

オブザーバー （敬称略）

高　津　尚　吾

菱　田　和　宏

新　島　　　宏

渡　辺　智　典

山　中　貴　裕

事務局

あわら市総務部 部　長 佐　藤　雅　美

課　長 小　嶋　範　久

課長補佐 山　口　功　治

主　査 赤　神　貴　幸

あわら市地域ブランド戦略会議委員名簿

あわら市総務部政策課

日経ＢＰ社

㈱大広

㈱大広

㈱大広北陸

うたみな
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2016年11月11日

［あわら市地域ブランド創出事業］
ブランド専門部会
～進捗資料～

資料１
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本日の内容

前々回9/12の戦略会議にて、あわら地域ブランドのコンセプトキーワード「どのようなまちだと思われたいのか」
をご承認いただきました。

10/25、11/9の2回の専門部会にて、
* このコンセプトを端的に伝えるためのブランドスローガン
* このコンセプトをしっかりと表現した ステートメント
を徹底的に議論し、再度検討して参りましたので、報告させていただきます。

都会にはないぜいたくがあるまち
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1.スローガンの検討
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10/25 第6回専門部会

まず、10/25の第6回専門部会では、
これまでに検討してきた全てのスローガン16案＋新案5つを

再度検証し、
スローガンに求めるものを再度議論しました。
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これまでのスローガン案

さりげなく、ぜいたく。

ちょっと贅沢なまち。

ふだんが、豊かです。

なにげなく、ぜいたく。

いなかの贅沢、極めよう。

都会にはない贅沢がある。

福井でいちばん幸福なまちへ。

ふだんが、ぜいたく。

いい意味で、贅沢。

本当の贅沢、あります。

お金じゃ買えない贅沢。

東京やＮＹにはない贅沢。

北陸の隠れ贅沢！

幸福度も満足度も、沸いてます。

幸福をいちばん実感できるまちへ。

あわらまんぞく。（略称：あわまん）
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これまでのスローガン案

さりげなく、すごく贅沢。

日本が忘れてた、田舎の贅沢。

あわら、ふるさと贅沢。

あぁ、あわらな贅沢。

あぁ～、あわら贅沢。

［コピーライターの参考意見］

• 戦略会議でのご意見を聞いて、スローガンに「あわら」を入
れたほうがいいと感じた。「あわら市からの発信」であることが
わかりやすいし、「贅沢」が「あわら市ならでは贅沢」である
ことも伝わりやすくなると思う。

• これまでの経過を見ていて、贅沢は、漢字で「贅沢」のほう
がインパクトがあると感じた。文脈で工夫すれば、それほど
「悪い意味」には捉えられないのでは。

• 現状のおすすめ案は、最後のほうにある「あわらな贅沢」お
よび「あわら贅沢」。「あぁ」や「あぁ～」の感嘆の言葉をつけ
ることで、イキイキと言葉が伝わってくると思う。

• 温泉に浸かった時の「あぁ～、きもちいい！」や、美味しい
ものを食べた時の「あぁ～、うまい！」や、きれいな夕焼けを
見た時の「あぁ～、キレイ！」のイメージ。

• 市民のいろいろな「あぁ」を集めた映像をつくったりしても面
白いと思う。
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ブランド専門部会での協議結果

「あわら贅沢。」という言葉が印象に残った。

1. 「あぁ」も要らないという意見があるものの、あぁ～の「～」は、温泉
要素高いので意見割れました。

2. 「贅沢」は漢字→格好はいい。 → 山中氏の意見に賛同多数。

3. 「地名」・「贅沢」は入れた案がしっくりくる、賛同多数。

「あわら贅沢」 という言葉に、細かいアレンジを加えた案で最終検討したい。
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スローガン最終候補

A   あわら贅沢。

B   あぁ、あわら贅沢。

C   なるほど、あわら贅沢。

D あわら贅沢、極めよう。

E あわららしい贅沢。

F あわらな贅沢。

部会員全員一致で決定!
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2.前回の振り返り ⇒ ステートメントの検討
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ブランド専門部会での協議結果

この案をブラッシュアップ。

一段落目
1. ２行目）「日本海」も捨てがたいが、北潟湖を
イメージする「湖」を入れた案がみたい。
2. １行目）「地平線」に変わる案。実際に地平
線に沈むところはないので、違和感を感じる。
3. 田んぼに沈むや、大地・田園をなどを使った代
替案をお願いしたい。

四段落目
1. 内容は同じで、言葉のニュアンスが違う案を考
えてみて欲しい。比較検討したい。
2. 「市内・市外」削除案をみたい。

どこまでも広がる稲穂、ゆっくりと地平線に夕陽がしずむ。

日本海を渡ってきた風に、のんびりと風車がまわる。

おもえば「贅沢」な景色かもしれない。

食卓にはいつも、海の幸、山の幸、里のめぐみ。

こんやのお風呂は、温泉にしようかな。

これって「贅沢」な暮らしかもしれない。

おはよう。いい天気やの。いってらっしゃい、気ぃつけて。

みんなが声をかけあって、みんながみんなを思いあっている。

これがあわらの普通で「ふだん」だけど、

よそから見たらとても豊かで「贅沢」かもしれない。

市内のみなさん、見つめ直してみてください。

市外のみなさん、どうぞ来てみて体感してみてください。

ここはあわら市、幸福な福井県にあるちょっと贅沢なまちです。
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ステートメント最終候補

どこまでも広がる田園のむこうに、ゆっくりと夕陽がしずむ。

日本海を渡ってきた風に、のんびりと風車がまわる。

あぁ、おもえば「贅沢」な景色かもしれない。

食卓にはいつも、海の幸、山の幸、里のめぐみ。

こんやのお風呂は、どこの温泉にしようかな。

あぁ、これって「贅沢」な暮らしかもしれない。

おはよう。いい天気やの。いってらっしゃい、気ぃつけて。

みんなが声をかけあって、みんながみんなを思いあっている。

これがあわらの普通で「ふだん」だけど、

よそから見たらとても豊かで「贅沢」かもしれない。

みなさん、探してみてください。

そして、どうぞ感じてみてください。

ここはあわら市、幸福な福井県にあるちょっと贅沢なまちです。

あぁ、あわら贅沢。
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［参考］スローガン「あわら贅沢」によるブランディング戦略骨子（案）

「あわら贅沢」を探して、磨いて、発信していきましょう！
◎贅沢を探そう／
ふだんの暮らしのなかに隠れている、なにげない「贅沢」を見直しましょう。 ⇒市民の「誇り」醸成

◎贅沢を磨こう／
あわららしい「贅沢」を、商品・サービスや情報コンテンツとして育てていきましょう。 ⇒「誇り」を「売り」へ

◎贅沢を発信／
広告やSNS、協働やコラボを積極的に展開して「贅沢」を発信しましょう。 ⇒市外へ「売り」発信

この意図がまず市民に伝わるステートメントを。この具体例を市外へ継続的に発信するためのWEBサイトを。
この象徴としての駅前開発や名産品開発などを。

例えば名産品開発なら、「あわら贅沢おにぎり」開発プロジェクトとか。



page.12

All Rights Reserved. Copyright © 株式会社 大広 2016

［参考］あわら贅沢の具体例を発信するブランドサイト

いますでにある、これからどんどんつくっていく、
『あわら』贅沢を、より具体的に（固有名詞レベル）で発信していきます。
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3.今後のスケジュールについて
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今後の予定

■9/16 10:00～ 第2回地域ブランド戦略会議
• 確定したブランドコンセプトのキーワードについて、その検討プロセスも含めて、専門部会（長）様より報告。
■10/5 第5回ブランド専門部会
確定されたブランドコンセプト・キーワードをもとに、
• ブランドメッセージ（スローガン、ステートメント）を候補案の中から決定します。
■10/12 第3回地域ブランド戦略会議
• 検討したブランドメッセージ（スローガン、ステートメント）について、そのプロセスも含めて、専門部会（長）より報告。
■10/25 第6回ブランド専門部会
• スローガン、ステートメントについて、専門部会の要望とりまとめ

■11/9 第7回ブランド専門部会
• ブランドメッセージ（スローガン、ステートメント）を候補案の中から決定します。

■11/11 第4回地域ブランド戦略会議
• 検討したブランドメッセージ（スローガン、ステートメント）について、そのプロセスも含めて、専門部会（長）より報告⇒最終候補として決定。

■11/27 芦原温泉駅周辺将来デザイン市民投票
• ブランドメッセージ（スローガン、ステートメント）の発表。

■12/上旬以降 市長がブランドメッセージに基づくシンボルマークの公募を発表。
・発表から1ヶ月間 シンボルマークデザイン公募
・公募締め切りから2週間 ブランド専門部会で市民投票にかける候補案を決定
・候補案決定から3週間 商標（意匠）チェック ※簡易調査

■2/中旬以降 専門部会で選定⇒商標（意匠）チェック済みの候補案について、市民投票

■2/下旬以降 シンボルマーク発表

•商標チェックに掛かる期間を精査中。その長さによっては、
市民投票などは2017年度になることも。

•ブランドサイトでの情報発信も、2017年度4月以降に
スタート。



芦原温泉駅周辺将来デザイン市民投票について 

 
１ 日 時・場 所 
   ●平成 28年 11月 27日（日） 

市民投票  ：13：00～16：30  ※１階大ホールにて 
意見交換会 ：16：30～17：30  ※１階多目的ホールにて 

   ●あわら市中央公民館 
 
２ 正式名称 
●「芦原温泉駅周辺将来デザイン 市民投票」 

 
３ デザイン採用の方針 
   ●審査委員： 
①地域ブランド戦略会議委員 １２名（持ち点：２５点／人） 

職名 氏名（敬称略） 備考 
審査委員長 川 島 洋 一 福井工業大学 デザイン学科 教授 
審査委員 橋 本 達 也 あわら市長 
審査委員 下 川   勇 福井工業大学 建築土木工学科 准教授 
審査委員 赤 尾 政 治 あわら市商工会 副会長 
審査委員 前 田 健 二 あわら市観光協会 会長 
審査委員 伊 藤 和 幸 芦原温泉旅館協同組合 理事長 
審査委員 小 西 敏 夫 花咲ふくい農業協同組合 代表監事 
審査委員 笹 原 規 央 (株)福井銀行芦原支店 支店長 
審査委員 伊 藤 憲 治 (株)金津技研 代表取締役 
審査委員 達 川 昌 美 あわら市地区区長会連絡協議会 会長 
審査委員 前 川 嘉 宏 あわら市副市長 
審査委員 大 代 紀 夫 あわら市教育委員会教育長 

     ②市民（市外者も可）   来場者数（持ち点：  5 点／人） 
 
●採用方法：投票上位から、５～6案程度を採用 

                                                         
 
 
 
 
 
 

区分 投票区分 デザイン数 
指定 JR 芦原温泉駅西口 ２枚１セット 
指定 駅前商店街 １枚 
指定 竹田川 １枚 
フリー 芦原温泉駅周辺エリア ２枚 

→１票 

→１票 

→１票 

→２票 

合計５点 

※審査委員の 

場合は、25点 

（５票×５点） 

資料２ 



４ 市民投票の流れ 
●目標動員数：300名（金津中 30名含む。） ※事前申し込み無し 
 
●構成：20分発表＋10分質疑×3 セット＋前後 10分 
 
●タイムスケジュール（案）： 
   13：00-13：05 市長あいさつ 
 
   13：05-13：10 ブランドメッセージ（スローガン、ステートメント）発表 

  
13：10-13：15 投票説明（MC＆笹原部会長） 

  
13：15-13：45 デザイナー1 プレゼン（発表 20分+質疑 10分） 

  
13：50-14：20 デザイナー2 プレゼン（発表 20分+質疑 10分） 

 
 14：25-14：55 デザイナー3 プレゼン（発表 20分+質疑 10分） 
  
      15：00-15：25 投票（休憩兼ねて実施） 

※パネル下に投票箱を設置して実施 
 
 15：30-15：50 開票・集計（部会） ※１階学習室にて 
                  ブランド専門部会の取組報告（五十嵐部会長）※会場内 
   
      15：50-16：05 審査会（採用案決定） ※１階多目的ホールにて 

 
16：10-16：25 結果と講評（川島教授（審査委員長）） 

採用案提出者のコメントおよび審査員コメント 
 
 16：25-16：30閉会挨拶（笹原部会長） 
  
※16：30-17：30 意見交換会（地域ブランド戦略会議委員、芦原温泉駅まちづくりデザイ

ン部会、デザイナー） 



資料３ 地域ブランド創出事業スケジュール（全体） 平成28年11月11日現在

議会等

地域ブランド戦
略会議

ブランド専門部
会

芦原温泉駅周辺
デザイン部会

政策課
委託業者

芦原温泉駅周辺整備基本計画改定スケジュール

◆ ◆ ◆ ◆

◆

●

芦原温泉駅
周辺整備基本計画
改定委員会

ワーキング部会

地元協議　等

3月 4月 5月
H28 H29

1月 2月9月 10月 11月 12月3月 4月 5月 6月 7月 8月2月

各委員の

選考

専門部会の開催（月１～２回程度）

ブ
ラ
ン
ド
事
業

業
者
選
定
・
契
約

機構へ駅舎コンセプト報告

ブランド事業

プロポ公募

市民アンケート

（発送・集計）

7/12

委嘱

会議

議会

定例会

議会

定例会
議会

定例会

専門部会の開催（月１～２回程度）

仕様書作

成

デザイ

ナー選定

市民アンケートの実施(7/15～8/19)

ブランドコンセプトの検討

議会

定例会

7/29･30、デザイナー現地視察

◆8/29 市民とのワークショップ

将来デザイン作成（３組のデザ

イナー）

ブランド発信(市長定例記者会見、福井新聞広告、WEBサイト

の構築、コンテンツ更新、シンボルマーク公募・発表など)

9/16

会議

11/27 市民投票（公開プレゼン）

将来デザイン選定

ブランド戦略会議・専門部会・合同会議の運営

改定委員会への提案

3/15

答申

7/15
会議

委嘱

最終調整

パブコメ
まちづくりフォーラム

12/5

合同会議

9/27

合同会議

専門部会の開催

5/30

会議
11/1

会議

12/16

会議

10/12

会議

8/5

会議
7/12

委嘱

会議

7/12

委嘱

会議

8/31

会議

9/6

会議

10/5

会議

7/29

会議

9/26

会議

10/31

会議

会議11/11

会議

専門部会の開催

10/11

会議

10/25

会議

11/9

会議

11/14

会議



北陸新幹線 芦原温泉駅デザインコンセプト案 絞込み＜結果表＞ 
芦原温泉駅周辺整備基本計画改定委員会          H28.11.1 

デザインコンセプト イメージ（補足説明） 
上位 

３案 

１案 大きくておお

優しい
やさ

自然
しぜん

がここちよい駅
えき

 
雄大で穏やかな北潟湖、あわらの景色が一望できる刈安山、大自然で

ありながら人と身近に寄り添ってきた、自然の心地よさを感じさせる

駅とする。 
 

２案 幸 福
こうふく

なふくいへのゲートウェイ 
～海
うみ

と大地
だいち

のめぐみのふるさと～ 

雄大な海と優しい湖、美しき山に清らかな川、豊かな実りをもたらす

大地、そしていやしの温泉（ゆ）を感じさせる駅とする。 
２位 

３案 あわらの大地だいちに湧き出でるわ   い

贅
ぜい

の駅
えき

 
海・山・川、自然の恵みのおいしい食材、癒しの湯、大地からの恵み

をうけて、何気ない時間が贅沢を感じさせる駅とする。 
１位 

４案 大 切
たいせつ

な時
とき

を癒し
い や

で過ごす
す

 おもてなしの駅
えき

 
旅で訪れる人には癒しとワクワク感を、ビジネスで訪れる人には安ら

ぎと安定感を与え、時間がゆっくり流れるように、自然と食と温泉に

よる最高のおもてなしが心に刻まれる駅とする。 
 

５案 時代
じだい

が共
とも

に響
ひび

きあい 
人
ひと

とまちがつながり笑顔
えがお

になる駅
えき

 

古くから受け継がれている歴史や文化、そして新たな芸術や文化が人

やまちを通じて交流が深まり、楽しい思い出が笑顔になる駅とする。 
 

６案 雄大な自然と歴史が織りなす癒しと贅の駅 改定委員会にて追加案 
未定 

３位 

７案 癒しとおもてなしに包まれる心地よい駅 
改定委員会にて追加案 
未定  

 

資料４ 



V

芦
原
温
泉
駅
舎
コ
ン
セ
プ
ト

百
然
最
美
温
泉
」
2
位

二
9
Ξ
響
に
開
業
が
予
温
泉
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

定
さ
れ
る
北
睦
鼠
の
声
原
プ
ト
に
つ
い
て
、
あ
わ
吊
は

J1

,
闇

N

ノ
具
、

.
,

七
日
、
同
寝
所
で
あ
り
、
七

ー
ハ
月
に
奥
施
さ
発
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

モ
れ
に
よ
る
と
毛
百
二
十

六
件
の
回
答
が
あ
り
、
牛
1
ワ

ー
ド
別
荏
湖
や
田
圃
な
ど
の

「
冑
然
」
が
四
百
七
十
九
侘

暴
泉
」
が
四
百
四
士
祥
、

レ
ト
ロ
や
清
認
感
な
ど
の
「
印

趣
が
三
百
二
十
一
件
だ
っ

た

「
大
き
て
催
し
い
自
然
が

こ
こ
長
い
駅
」
「
幸
福
な
ふ

く
い
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
ー
海

と
火
地
の
め
ぐ
み
の
ふ
る
ざ

と
」
な
ど
吾
素
案
も
示
さ

れ
、
出
席
赤
ら
は
「
接
中

の
黒
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
擦

珍
倉
せ
て
は
ど
ぅ
か
」
な
ど

の
意
見
が
出
た
。
一
王
倉
夜

.
」

に
会
合
を
開
い
た
ま
ち
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
部
会
か
ら
は
、
三
組

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
駅
周
辺
の
朱

来
煮
図
を
張
中
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
(
北
原
零

、

二
十
七
貝
市
民
う
を
対

象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
!

ト
の
結
曇
公
表
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
別
で
は
「
自

,

然
」
が
最
も
多
く
「
.

泉
」
が
二
讐
っ
た
。

曇
基
に
五
委
士
月

ま
で
に
取
り
ま
と
め
、

内
に
一
籌
絞
っ
て
鉄
道

建
設
・
運
語
股
愁
備
支

欝
(
絡
・
運
携

批
〕
に
提
孝
る
司

産
嘗
で
つ
く
る
芦
原

温
泉
駅
周
辺
整
備
基
本
計

画
改
舌
会
の
ワ
!
キ

ン
グ
部
会
と
、
芦
原
温
泉

駅
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン

部
会
の
合
同
会
議
が
一
千

'
'
.

.

北
匪
新
幹
線
の
芦
擾
委
舎
の
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
を
話
し
合

0
た
禽
会
躍
U
あ
わ
ら
市
癖
で

一

1
井

れ
福

8
民

H
2
 
県

ノ

コ
ン
セ
プ
ト
案
選
定

計
画
改
定
委
蝿
会
機
雛
に
年
内
提
出

あ
わ
ら
市
僻
で
一
貝
亜

学
官
の
代
表
考
に
よ
る
「
芦
原

温
泉
駅
周
辺
篶
基
本
計
画
改

定
甕
員
き
(
奮
長
・
川
上

、
洋
司
・
福
井
大
大
学
院
襲
)

一
の
二
回
目
の
会
合
が
あ
0
た
・

写
真
県
内
延
伸
が
六
年
後
に

迫
る
北
1
の
駅
舎
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
侠
に
「
物
わ

ら
の
大
地
に
留
で
る
贅
の

駅
」
毒
だ
。

委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

や
翻
諒
の
延
伸
を
踏
ま
兀
、

本
毎
内
の
計
画
の
改
定
を
目

導
。
今
回
は
委
員
+
六
人
が

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
練
ら

れ
た
七
つ
の
ゴ
ン
セ
プ
ト
案
を

将
し
た
。
「
温
泉
は
あ
わ
ら

の
亮
包
,
ト
「
北
陸
の
暗
い
イ
メ

ー
ジ
を
捕
挑
す
る
も
の
き
六

ど
の
意
見
を
讐
え
、
投

一
案
に
絞
り
込
ん
だ
。
十
一
日
美
.
、
一
.
"
・
ー

D
ガ
、
、
一
マ
.
証
平
週
1
 
氣
封
ず
熱
'
ミ

施
設
整
備
支
欝
に
禹
に
提
出
す
る
喜
。
そ
の
後
は
機

争

'

.
、
ー

揃
か
ら
来
年
十
[
十
二
月
に

Ξ
つ
の
デ
ザ
イ
ン
案
が
提
示
さ

れ
る
見
通
し
。
市
側
で
一
案
を

選
ぴ
、
二
0
一
八
年
春
に
は
基

本
デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
る
見
通

0

努
の
葬
線
駅
舎
に
つ
い

て
は
、
越
前
市
が
昨
年
十
一
一
貝

南
越
駅
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
「
霧
・
文
化
を
柔
に
つ

な
ぐ
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
駅
」

を
提
出
。
敷
翼
福
井
の
両
市

も
集
前
後
の
捉
出
を
目
指
し

て
い
る
。
(
北
原
愛
)

"
坐
饗
途
,

;
;
.
、
'
:
:
,
.
闇
〕
.
i
-
:
島
作
゛
」
:
,
、
.
門
.
ー
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ー
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1喬宝あ

需琶マ
墨の市
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1 にづく0.
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f旦ιづ q'
を市
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あわら市
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しのなを長

凡笹'1妄に血留め
つ人'る

ぞ藍悪梁
意席光運

金寝豊妻見゜鑾也

羽du,.コエ

会反とよで日ド_
tナー'戦ら

誕
線
延
伸
を
控
え

プ
ラ
ン
ド
戦
略
会
議

あ
わ
ら
市

七
年
後
の
北
鼎
賦
番

伸
を
控
え
、
あ
わ
ら
市
霧

逹
也
市
長
を
蛋
に
、
産
学

な
ど
各
分
野
の
閼
係
者
わ
で

く
る
「
地
城
プ
ラ
ン
ド
戰
略

世
を
股
け
、
鷲
駅
を

と
す
る
周
辺
の
整
備
計
画

見
直
し
と
妥
g
て
市
全
体

プ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
艮

地
鴛
や
企
築
が
共
感
で

き
る
プ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
育
て

る
二
と
で
、
観
光
客
や
新
た
な

企
業
の
誘
致
新
商
品
・
特
産

品
の
開
晃
な
ど
に
結
び
付
け
、

イ
を
図
る
の
が

地
域
の
活
性

的
。
下
部
組
緑
と
し
て
市
の

早
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を

確
に
し
、
青
報
発
信
に
つ
い

ブ
ラ
ン
ド
専
門

静
す
る
「

周
辺
の
デ
ザ
イ

会
」
、
同
駅

に
つ
い
て
意
見
を

コ
ン
セ
プ

ま
ち
づ
く
わ
デ
ザ

出
し
合
う

.
ン
部
台
を
設
け
る
。
モ

ぞ
れ
学
誠
経
験
者
や
語
興

市
号
計
十
二
、
+
三
人
か
ら

な
る
。

ま
ち
づ
く
わ
デ
ザ
イ
ン
部
会

か
ら
出
さ
れ
た
意
昊
ア
イ
デ

つ

同
会
議
で
決
定
し
た
上

ア

既
に
発
足
し
て
い
る
「
芦

で
、原

温
泉
"
周
,
伽
#

改
蛋
母
」
に

定
案
に
反
映
さ
芸
。

(
本
国
優
子
)

騒
鹽

武
k
 
.
ー

J
一

'
.

う

の
宗
よ

ら
し

年
わ
画

.

.

あ
寸

よ
.

、
全
旦

二
叉
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
会
露
足

誘
客
策
や
ま
ち
づ
く
り
描
く

素
が
含
ま

要
だ
が
、

し
た
り
で

の
意
見
が

の
雪
者

も
ア
ン

力
し
て
も
ら
え
る
よ

け
て
い
発
い
」
と

た
。
(
本
田
優
子
)

万
世
帯
と

企
業
な
ど

畢
宝
を

り
の
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
か
旦

一
0

委
員
か
ら
は
「
駅
周
辺
の
整

こ
つ
い
て
は
広
域
で
の
意
見

。
周
辺

ど
う
す

ヒ
に
マ

ラ
ン

.

イ
ー
{

も
に
も
な
い
要

い
る
こ
と
が
必

秀
、
創
呈

あ
ラ
ン

は
「
坂
井

ー
ト
に
^

一
風
き
か

智
え
て
い

市
は
「
嘉
城
プ

=
姦
置

第
1
回
寵
帯

い
た
。
鹿
や
地

ど
の
意
見
を
取
;

呈
わ
ら
の
プ
一

Y
芦
訊
楓

備
基
本
計
画
改

」
せ
る
。

は
住
民
や
企
芙

号
昆
で
プ
一
7

2
.

、

号

の
誇
り
や
忠
と
六

手
に
す
る
一

を
譲
す
る
プ
ラ
、
ノ
ド
の
確

す
る
。

ア
ン
ケ

立
を
柱

民
や
企

卜
で

月
委
.

墨
見

庚
定

に
1
望
、

ア
ン
ケ

戸
に
配

ト
え
7

褒
に

配
布
す

劣
ナ

ケ
1

も
ア
ン

季
足
。

:芦
原
温
泉
駅
圭
号
く
り

あ
わ
ら
は
ア
ン
ケ
ー
ト

町
孫
1
1
月
公
開
プ
レ
ゼ
ン

あ
わ
ら
市
の

ラ
ン
ド
彬
、

覇
興
内
延

芦
原
温
条
周

に
生
か
藁
一

城
プ
ラ
ン
ド
戦

貝
市
俳
で

民
串
心
に
ア

施
し
、
集
ま

の
イ
メ
ー
ジ
を

を
確
認
し
た
。

メ
ー
ジ
を

年
後
の
北

伸
に
伴
う
J
R

辺
の
整
価
な
ど

回
あ
わ
ら
市
地

略
会
識
が
十
二

開
か
れ
た
。
市

ノ
ケ
ー
ト
を
実

で
に
駅
舎
周
辺

と
め
る
方
金

橘
本
達
也
震
を
貫
と
す

る
禹
の
商
業
、
観
光
農
業

の
代
表
者
聿
識
経
碧
ら
十

Ξ
人
で
梅
成
。
橋
本
市
長
は

「
羣
年
ぶ
り
に
芦
原
温
泉
駅

は
壷
ほ
う
忌
げ
る
.
市
の
魅

カ
、
認
知
度
が
向
上
に
つ
な
が

ゑ
っ
な
効
果
的
な
豊

見
姦
ベ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
三
万
枚

(
山
蛭
杉

闘歎ぎ忠
重

に
梁
し
、
市
の
誇

挙
げ
て
も
ら
っ
た
り
、
新
駅
の

イ
メ
ー
ジ
を
言
葉
で
表
現
し
て

も
ら
う
。
こ
れ
と
妥
C
、
全

ta-akagami
テキスト ボックス
（参　考）
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ー、' 1、

、
、
'

、92鋤見

.
-
0
こ
 
4
、
、
上
.

選
、1.

冒
区
.

.
冒
区
.

,
,
 
L語

、
ν
'

冒
ノ
J

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
倆

か
ら
人
を
呼
ぴ
込
む
た

き
家
情
報
を
発
信
す
る

霧
筵
駅
か
ら
酸
九

に
パ
ス
馨
設
け
て
双

ー
ケ
ー
ド
で
結
ぴ
、
利

、
よ
ど
の
要
望
が
出
さ
れ

の
要

地
城

市
地
城
プ
ラ
ン
叢

の
県
ま
ち
づ
く
ロ
デ

部
会
の
笹
原
修
之
部

「
こ
の
難
論
モ
生
活

の
難

民
が
蚕
居
心
地
が
い

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話

よ
げ

同
部
会
で
は
今
後
、

B
会

・
援
ら
に
市
民
の
声

さ
せ
た
素
案
を
十
月
、

た
素

め
て
も
ら
い
、
+
一

も
ら

票
を
へ
て
終

毎

1
 
、

、
運

、

.

、
、

1

一

泣

ご

北
陸
斯
験
努
延
伸
に
界
J
R
芦
覆
泉
駅
周
辺
幸
ザ
イ
ン
す
る
霽
原
温
泉

駅
ま
ぢ
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
部
き
の
ワ
ー
グ
シ
0
ツ
プ
が
習
夜
、
あ
わ
ら
市
の
多
目
的

施
設
「
皇
工
ー
プ
」
で
牙
れ
た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
遅
多
考
に
、
部
会
鼻
0
が
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
県
翌
の
将
發
の
フ
ィ
デ
プ
を
絶
案
し
た
。
今
縫
出
さ
れ
幸
ザ
イ
ン

審
七
、
Ⅱ
旦
朋
く
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
雲
胆
市
民
鍛
で
決
め
る
.
(
山
馳
)

主

夕
部

め
に
空

シ
ス
テ

ニ
^
月

方
を
7こ

づ
く
り

路
会
議

ザ
イ
ン

長
は

す
る
市

い
結
果

し
た
。

戸
組
の

農
映

に
ま
と

末
の
市

を
決

婁
員

命
田
誠
司
)

.
、

.戸
ゞ

生

.

,
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、
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め
て
発
表
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
累

作
っ
た
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
復

ー
タ
リ
ー
に
田
ん

ど
の
捉
案
や
、
大

、
岡

.

J
R
芦
原
温

た
な
ま
ち
づ
く

、

"
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
3
組
市
民
案
を
形
に

、
』

、

1

7
月
に
市
が
設
置
し
た

「
市
援
プ
ラ
ン
ド
戦
略
会

」
の
一
奨
7
月
中
旬
か

.

ア
ン
ケ
ー
書
禹
全
戸

弔
た
ほ
な
近
隣
市

」

ら
に
も
謡
。
約
1
7
0

人
か
ら
回
答
を
奨
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
口
市
の

'
や
呈
市
に
し
か
な
い

の
等
幸
y
炎
感
逗

町
と
は
マ
駅
霊
が
ど
っ

魯
い
い
か
ー
な
ど
蚕

温
泉
寺
;
特
産
物
蚕

し
、
孑
ど
も
や
若
者
が
碁

や
す
い
考
で
、
粟

』
、

量

応
般
や
公
園
な
ど
誓
爵

が
あ
一
宗
易
靈
む
と
い

は
市
民
や
市
職

ら
で
つ
く
る

員

,
印
人
.
希
し

部

ト
霜
量

ナ

班
に
分
か
れ
て

,
、
市
が
選
ん
だ

.

1
3
晃
且
に
,

県

や
窒
君
飾
を
使

田
商
瘻
、
塁
空

つ

を
讐
で
き
る
バ

整

喜
婁
促
喜
温
泉

毎
行
き
の
ハ
ス
籍
駅
前

縦
し
て
股
写
る

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
商

し
な
が
ら
パ
ス

す
る
案
畠
さ
れ

イ
ナ
ー
か
ら
は
「

毛
市
の
勞
に

「
質
豊
処

」
一
と
の
慰
想
が

か
オ
ー
た
。

今
回
の
提
竃

ザ
イ
ナ
ー
3
組
が

尋
イ
シ
癒

罰

、

担
当
の
建
築
家
ら
に
P
R

力
原
修

論
を
、

上
弓
、
^

で
は
ム

案
を

計
画

す
る
。
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艇
ぴ
風

^
割
テ
車
宇
県
、

く
る
「
市
地
城
プ
ラ
ン
ド
戦
略

会
識
」
の
筵
画
会
合
を
市
役

所
で
開
い
た
。
市
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
し
、
悩
報

発
信
の
指
針
と
な
る
コ
ン
セ
プ

ト
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
都
会
に
は

な
い
ぜ
い
た
く
が
あ
る
ま
ち
」

に
決
定
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
図

案
化
し
た
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
」
を
士
月
か
ら
全
圖
金

す
る
霽
を
申
し
合
わ
せ
た
。

戦
陥
会
誰
は
J
R
芦
原
但
泉

駅
周
辺
の
整
俳
計
画
の
見
直
し

と
、
市
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
の
磁

立
を
目
的
に
本
毎
に
発
足

下
部
組
織
に
召
原
温
泉
駅
ま

ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
部
会
」
ヲ

ラ
ン
ド
専
門
部
会
」
が
あ
り
、

市
民
を
讐
込
ん
で
七
月
か
ら

市
の
将
来
像
を
練
っ
て
き
た
。

こ
の
日
は
両
部
会
の
報
告
が

あ
り
、
プ
ラ
ン
ド
専
門
部
会
の

五
憲
平
部
会
畏
が
、
市
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
や
長
文
コ
ピ
ー
男

向
性
の
土
台
と
な
早
1
ワ
ー

ド
案
を
説
明
。
委
員
か
ら
は

「
地
方
都
市
全
般
の
イ
メ
】
ジ

で
あ
り
「
あ
わ
一
巳
が
浮
か
ば

な
い
」
と
の
掲
摘
や
「
長
文
口

ピ
ー
に
は
市
の
特
徴
を
盛
墨

ん
で
」
と
の
捉
案
が
あ
っ
た
。

部
会
内
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど

を
検
討
し
、
十
月
中
句
に
発
麦

予
定
。
シ
ン
ポ
ル
マ
ー
ク
は
十

一
月
か
一
R
厶
募
し
、
市
民
投
票

な
ど
で
来
年
一
月
下
句
に
は
決

定
す
る
考
亢
を
示
し
た
。
商
工

団
体
と
も
協
力
し
、
土
産
物
に

貼
る
な
ど
「
あ
わ
ら
プ
ラ
ン

ド
」
の
発
信
に
役
立
て
る
。

デ
ザ
イ
ン
部
会
は
駅
周
辺
の

将
来
デ
ザ
イ
ン
の
三
案
が
十
月

末
に
完
成
見
込
み
。
士
月
二

十
七
日
に
市
民
ら
へ
の
公
開
ブ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
予
定

し
、
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
髪
ど

で
知
ら
せ
る
。
(
北
挺
)
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芦
原
温
泉
駅
の
整
備

デ
ザ
イ
ン
部
会
提
案

市
地
域
ブ
ラ
ン
ド
会
鼠

二
9
至
年
響
の
北
罵
幹

線
軟
嘉
伸
に
向
け
、
あ
わ
ら

市
は
十
二
貝
産
学
官
の
代
表

ら
で
つ
く
る
「
市
援
ブ
ラ
ン

ド
喉
略
会
議
」
の
第
二
回
会
合

モ
あ
わ
ら
市
俳
で
開
い
た
。

戦
略
会
議
は
、
J
R
芦
原
温

韻
周
辺
の
整
侃
計
画
見
直
し

と
市
の
ブ
ラ
ン
ド
碇
立
を
巨
指

し
て
本
年
度
に
発
足
。
芦
原
温

宗
駅
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
と

プ
ラ
ン
ド
専
門
の
両
部
会
が
設

け
一
汽
、
市
民
も
交
え
て
議
論

し
て
い
る
。
二
の
凹
は
委
員
ら

二
大
が
出
席
し
、
各
部
会
の

取
り
絶
み
状
況
の
墾
暑
踏
ま

え
て
意
見
交
換
し
た
。

こ
の
う
ち
デ
げ
イ
ン
部
会

は
、
一
一
霜
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら

「
駅
西
口
」
「
駅
前
通
殴
「
竹
田

削
」
と
い
っ
た
ゾ
ー
ン
別
な
ど

の
捉
案
を
受
け
、
各
ゾ
ー
ン
や

ス
ポ
ツ
ト
ご
と
に
選
定
す
る
方

針
を
説
明
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち

「
働
き
な
が
ら
休
む
健
康
の

短
地
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
制
作

に
取
り
掛
か
っ
て
お
り
、
今
月

中
に
は
完
成
す
る
と
の
見
迎
し

が
示
さ
れ
た
。
ど
の
餐
採
用

す
る
か
は
来
月
の
市
民
投
禦
で

決
め
一
寧
定
で
、
出
席
者
か
ら

は
中
嚢
生
ら
も
参
加
で
き
る

護
嚢
討
す
る
よ
う
求
め
る

意
見
が
出
た
。
(
北
原
愛
)

邑鴫6 '、",

粧あわら市の指針決定
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